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体調管理を万全に！ 平成２８年 １月２８日(木)
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「確実に春はそこまで…」
校 長 山下 多門

１月が終わろうとしています。校長室に卒業式の呼びかけで歌う曲が流れてきます。

「卒業式に向かって，いよいよ学校全体が動き始めたなあ。」という気持ちになり，時

の流れを感じています。暖冬で咲き始めた桜草が冷気の中，その時を待っています。

２年前のバレンタインデーに降った雪は４５ｃｍを記録し

ました。私の長靴をあざ笑うかのように，雪が長靴の中へ入

ってきたのを昨日のことのように覚えています。今回は数十

年に一度の寒波と言われ，心の準備をしていたとはいえ最低

気温が－１０℃を下回った状況は初めての経験でした。降雪

【－１０℃を下回る銀世界】 時の交通手段や交通安全に目が行きがちですが，今回はそれ

以上に厳しい状況を感じていることがありました。それは生活に欠かすことのできない

『水（お湯）』でした。先生方は「水が出ない，お湯が出ないということがこれほど大

変なことなのか。」という感想をもつと同時に，その大切さを痛感していたようです。

あと少しで立春を迎えます。確実に春は近づいて来ます。

自分の宝物を語る２年生！

子どもたちには，いつも側に置いておきたい宝物やどうして

も捨てることができない宝物があります。リラックマ，リカち

ゃん人形，ドラゴンボールのクッション，写真立てが２年生の

宝物です。それらを手にスピーチを行いました。宝物との出合【熱く想いを語る２年生】

いやなぜ宝物にしたのか，それがないとどんな気持ちになるかなど，宝物に対する一人

一人の想いをとてもよく感じ取ることができました。スピーチ集会では実物を示したり，

クイズ形式で質問をしたりと学年の実態に応じて様々な形態をとります。今回は実物を

もってのスピーチとなりました。手に持つ２年生の宝物に対する愛着がとても深いこと

が分かりました。聞き手の子どもたちは，「自分の宝物は○○なのよ」と言いたげに，

そしてうらやましそうに見たり，聞いたりしていました。ちなみに私の小学校時代の宝

物は『ウルトラマンのブロマイド（怪獣）』でした。どこに行ったのやら…。

いつまでも大切にしてください。



北海道の先生方に向けて自慢のふるさとをＰＲ！

全国には『五ヶ瀬教育ビジョン』をお手本にした教育実践を

導入されている自治体がいくつかあります。人口減少による小

規模校を統合せず，少人数の指導ができることを長所と捉えて

実践をしています。普段は各学校において基礎的・基本的な内

【語りかける６年生】容をしっかり定着させ，必要に応じて各学年が集まり，意見交換

を行ったり，力を合わせて活動を行ったりする取組です。先日，北海道から３名の先生

方が来町されたので，本校６年生による「ふるさと五ヶ瀬のＰＲ活動」を観ていただく

機会を設けました。臆することなく，『ふるさと五ヶ瀬のよさ』を語る６年生の様子に

感銘を受けられました。「すごいです。原稿を人前で発表することでも緊張をするのに，

原稿なしであれだけ語れることは，これまでに『ふるさと五ヶ瀬のよさ』をたくさん体

験してきたことが伺えます。ぜひ将来，我が町も坂本小の６年生のような子どもたちを

育てられるよう，目標にしていきたいです。」と感想を述べられました。

の行事予定

１日（月）全校朝会 ８日（月）～１２日（金）

２日（火）元気タイム 代表委員会 性教育指導週間

３日（水）４年Ｇ研究授業 １８日（木）ハートフル相談①

４日（木）学力向上タイム（国） ６年卒業制作（猿面作り）

５日（金）学力向上タイム（国） １９日（金）ハートフル相談②

１日（月）～５日（金） スキー教室（５，６年）

す こ や か 週 間 ２０日（土）鞍岡中学校閉校式

５日（金）五ヶ瀬中入学説明会（６年） ２１日（日） 町小学生ロードレース大会

８日（月）読み聞かせ（職員） 町民駅伝大会

９日（火）元気タイム ２３日（火）元気タイム

１０日（水）坂小新入学予定児保護者説明会 ２４日（水）家庭教育学級閉級式

１２日（金）学力向上タイム（算） ２５日（木）参観日（１，３・４年）

ミュージカル鑑賞（５年） わくわくランチ クラブ

１５日（月）読み聞かせ（つくしんぼ） 学力向上タイム（算）

１６日（火）スピーチ集会（５年） ２６日（金）学力向上タイム（算）

荒踊継承教室（１，２年参加） 朝ご飯をしっかりとろう！

※ 寒暖の差が大きくなります。

うがい，手洗いやマスクの着用，汗のあと始末等を

重ねてよろしくお願いいたします。




